
　

奈
良
県
に
は
、豊
か
な
自
然
や
歴
史
文
化
、大
都
市

近
郊
な
ら
で
は
の
利
便
性
な
ど
多
く
の
魅
力
が
あ
り
ま

す
が
、一
方
で
、仕
事
と
子
育
て
の
両
立
の
し
に
く
さ
、

道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
遅
れ
と
い
っ
た
早
急
に

改
善
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
も
多
く
あ
り

ま
す
。

　

令
和
６
年
度
予
算
で
は
、奈
良
県
の
も
つ
可
能
性
を

最
大
限
に
引
き
出
し
、県
民
が
暮
ら
し
の
豊
か
さ
を
実

感
で
き
る
奈
良
県
に
す
る
た
め
、県
民
の
目
線
に
立

ち
、県
の
発
展
に
重
要
と
判
断
で
き
る
取
り
組
み
を
鋭

意
進
め
ま
す
。

徹底した行財政改革で、限りある人員や予算を県の発展に集中

令和６年２月２６日に県議会に提案した令和６年度当初予算案を基に作成しています

▶継続事業の見直しを徹底し、約２１億円を廃
止・見直し（事業の完了などと合わせ、約５１
億円の予算減）

▶これらの予算を、重点政策分野に配分

令和５年度に引き続き、県の貯金にあたる財
政調整基金からの繰入れを行わず、今後の不
測の事態への備えを確保

●財政調整基金からの繰入状況（予算ベース）

●財政調整基金残高　259億円
　（令和6年度末残高見込み）

令和2年度 21億円　令和3年度 30億円
令和4年度 30億円　令和5年度 ー億円
令和6年度 ー億円

予算の使い方を
抜本的に見直し

ポイント

１

ポイント

4
なるべく将来世代に負担を先送りしないよう、
県債の発行を抑制し、残高が減少

交付税措置のない県債の残高と、県税収入額
との比率を改善し、財政の健全性を維持

県債の発行を抑制
ポイント

3

財政調整基金を取り崩さず
予算を編成

ポイント

2

より健全な財政に
ポイント

4

※県債残高の令和４年度は決算額、令和５年度は２月補正予算案（開会日提出分）後の金額、令和６年度は当初予算案の金額

奈良は「本気」で変わります

安
心
に
満
ち
た
暮
ら
し

1
子
ど
も
と
若
者
が
輝
く

2
豊
か
で
活
力
あ
る
経
済

3
令
和
６
年
度
予
算

●事業の廃止・・・・・・・・・・・・・・・・・３７事業     ４．２億円
●事業の見直し・・・・・・・・・・・・１２７事業　１６．９億円
●事業の完了など・・・・・・・・・３６事業　２９．８億円

令和６年度予算額 ５,440億円

県債残高の推移

令和４年度
９，３１５億円

令和5年度
９，１７６億円

令和6年度
８，９３１億円

245億円減少 交付税措置のない
県債残高A

県税
収入額B A/B

令和5年度

令和6年度

3,471億円

3,435億円

1,251億円

1,272億円

2.8倍

2.7倍

変
え
る
勇
気
が

奈
良
の
未
来
を
切
り
ひ
ら
く
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●
大
規
模
か
つ
広
範
囲
な
災
害
に
迅
速
か
つ
円
滑
な

対
応
を
図
る
た
め
、広
域
防
災
拠
点
な
ど
を
活
用
し

た
受
援
基
本
方
針
の
策
定
や
、五
條
市
の
県
有
地
に

お
け
る
受
援
機
能
確
保
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

安
心
に
満
ち
た
暮
ら
し

1県
民
の
命
と
財
産
を

守
る
た
め
の
防
災
力
の
強
化

●
令
和
５
年
１２
月
に
決
定
し
た「
Ｊ
Ｒ
法
隆
寺
駅
南
側

地
区
」へ
の
移
転
建
替
に
向
け
て
、整
備
基
本
計
画

の
策
定
や
用
地
取
得
に
係
る
事
前
調
査
な
ど
を
行

い
ま
す
。

西
和
医
療
セ
ン
タ
ー
の

移
転
整
備

●
発
達
障
害
児（
者
）の
日
常
生
活
の
相
談
や
家
族
支

援
な
ど
を
担
う「
県
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
」

の
相
談
員
を
増
員
し
ま
す
。

●「
県
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」の
小
児

科
医
師
を
増
員
す
る
と
と
も
に
、専
攻
医
を
受
け
入

れ
る
な
ど
発
達
障
害
の
診
断
を
行
う
医
師
の
確
保・

育
成
を
行
い
ま
す
。

●
身
近
な
地
域
で
子
ど
も
の
発
達
を
支
援
す
る「
児
童

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
」の
設
置
や
保
育
所
へ
の
巡
回

支
援
な
ど
に
取
り
組
む
市
町
村
を
支
援
し
ま
す
。

発
達
障
害
の
診
断
に
携
わ
る
医
師
間
の
連
携
強
化
、

福
祉
事
業
所
や
学
校
な
ど
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
に
よ
り
当
事
者
を
地
域
で
支
え
る
体
制
を
整
備

し
ま
す
。

●
老
朽
化
が
著
し
い
現
在
の
消
防
学
校
に
つ
い
て
、旧

高
田
東
高
等
学
校（
大
和
高
田
市
松
塚
）を
移
転
場

所
に
選
定
し
、実
践
的
な
訓
練
を
行
え
る
消
防
学

校
の
整
備
に
向
け
た
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

消
防
学
校
の
移
転
整
備

発
達
障
害
児（
者
）の
支
援
強
化

五條市県有地

橿原公苑

凡例
中核的広域防災拠点
広域防災拠点

応援部隊・物資の受入イメージ

家庭

事業所など 医療機関

保育所など 小学校

市町村 県発達障害者
支援センター

児童発達
支援センター

支援イメージ

令和６年度予算変える勇気が
奈良の未来を切りひらく

建設予定地（斑鳩町ＪＲ法隆寺駅南側地区）

地理院タイルを加工して作成
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●
民
間
保
育
所
な
ど
の
保
育
士
の
処
遇
改

善
に
取
り
組
む
市
町
村
を
支
援
し
ま
す
。

●
奈
良
県
保
育
人
材
バ
ン
ク
に
よ
る
潜
在

保
育
士
の
復
職
支
援
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、保
育
士
が
抱
え
る
悩
み
ご
と
の

相
談
窓
口
を
設
置
し
ま
す
。

●
市
町
村
が
行
う「
子
ど
も
医
療
費
助
成
」

に
対
す
る
県
の
補
助
基
準
に
つ
い
て
、

令
和
５
年
８
月
か
ら
所
得
制
限
を
撤
廃

し
、対
象
年
齢
を
中
学
生
か
ら
高
校
生

世
代
に
ま
で
拡
大
し
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
か
ら
は
さ
ら
な
る
負
担
軽

減
を
図
る
た
め
、低
額
の
窓
口
負
担
で

済
む「
現
物
給
付
方
式
」の
対
象
年
齢
を

未
就
学
児
か
ら
高
校
生
世
代
に
ま
で
拡

大
し
ま
す
。

令
和
５
年
７
月
に「
奈
良
県
こ
ど
も・子
育
て
推
進
本
部
会
議
」を
立
ち
上
げ
、

こ
ど
も
を
ま
ん
な
か
に
お
き
、社
会
全
体
で
子
育
て
を
支
援
す
る
た
め
、

こ
ど
も・子
育
て
施
策
を
庁
内
横
断
的
に
進
め
ま
す
。

こ
ど
も
た
ち
を
支
え
る

学
校
現
場
の
改
革
支
援

県
立
高
校
ト
イ
レ
環
境
改
善

こ
ど
も・子
育
て
施
策
の
推
進

高
校
授
業
料
の
実
質
無
償
化

●
県
内
に
保
護
者
が
在
住
し
、子
ど
も
が
県
内

の
高
等
学
校
な
ど
に
通
う
世
帯
を
対
象
に
、

高
校
授
業
料
な
ど
の
実
質
的
な
無
償
化
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。

　
年
収
の
目
安
が
９
１
０
万
円
未
満
の
世
帯
に

対
す
る
支
援
額
を
大
幅
に
引
き
上
げ
、年
収

の
目
安
が
９
１
０
万
円
以
上
の
２３
歳
未
満
の

子
ど
も
を
３
人
以
上
扶
養
し
て
い
る
世
帯
に

つ
い
て
も
支
援
制
度
を
新
設
し
ま
す
。

●「
県
立
高
校
ト
イ
レ
ピ
ッ
カ
ピ
カ
5
か
年
計

画
」と
し
て
、令
和
６
年
度
か
ら
の
５
年
間
で

全
て
の
県
立
高
校
の

ト
イ
レ
の
洋
式
化
・

乾
式
化
工
事
を
実

施
し
ま
す
。令
和
６

年
度
は
全
校
に
つ
い

て
の
設
計
を
実
施
し

ま
す
。

●「
教
師
に
ゆ
と
り
を
！
こ
ど
も
に
笑
顔
を
！
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
し
て
、さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱

え
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援
や
教
員
の
負
担

軽
減
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

●
小
学
校
へ
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置

を
３０
校
か
ら
７７
校
へ
拡
充
し
、中
学
校
へ
の
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
派
遣
も
５４

校
区
か
ら
８１
校
区
へ
拡
充
し
ま
す
。

●
教
員
の
負
担
軽
減
の
た
め
、資
料
の
印
刷
配
布

準
備
な
ど
を
行
う「
教
員
業
務
支
援
員
」の
全

校
配
置
を
目
指
し
ま
す
。

　
児
童
生
徒
に
あ
っ
た
き
め
細
か
な
学
習
指
導

な
ど
を
行
う「
学
習
支
援
員
」の
配
置
を
拡
充

し
ま
す
。

　
部
活
動
の
技
術
指
導
、大
会
引
率
な
ど
を
行

う「
部
活
動
指
導
員
」も
拡
充
し
ま
す
。

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
ま
ち
づ
く
り

●「
ぬ
く
も
り
あ
ふ
れ
る
公
園
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
し
て
、令
和
６
年
度
か
ら

の
５
年
間
で
県
営
都
市
公
園
の
園
路
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
ト
イ
レ
の

洋
式
化
、授
乳
施
設
の
設
置
な
ど
施
設・設
備
を
整
備
し
ま
す
。

●
ま
ほ
ろ
ば
健
康
パ
ー
ク
に
つ
い
て
、障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
全
て
の

人
が
利
用
で
き
る
新
た
な
公
園
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

現物給付方式の概念図

保険給付（７割）

保険給付費 子ども医療費
助成対象額

県から市町村に1/2を補助

低額（定額）
窓口負担

自己負担（３割）

医療費総額（１０割）

令和６年度予算変える勇気が
奈良の未来を切りひらく

子
ど
も
と
若
者
が
輝
く

2

改修後イメージ

※１:私立高等学校・高等専門学校（1～3年）・私立専修学校（高等課程（３年制））（通信制高校
については、県内に設置された県認可校に限る）

※２:通信制は３２万１,０００円
※３:２３歳未満の子どもを３人以上扶養する世帯
※４:世帯年収は、両親の一方が働いていて、高校生１人、中学生１人のサラリーマン世帯の場

合の目安

世帯年収（目安）※4
９１０万円未満の世帯

①私立高校など※1

②国公立高校

国の就学支援金と合わせ
最大６３万円※２

国の就学支援金により支援
最大１１万８,８００円

最大
５万９,４００円

世帯年収（目安）※4
９１０万円以上の多子世帯※3
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まちづくりのイメージ
（上から川西町、三宅町、田原本町）

水素社会に向けたビジョン（イメージ）

●
県
内
企
業
の
ニ
ー
ズ
や
課
題
を
起
点
と
し
て
産
業

政
策
を
再
構
築
し
、本
県
の
潜
在
力
に
見
合
っ
た

経
済
成
長
を
実
現
す
る
た
め
、「
新
し
い
産
業
政

策
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」の
取
り
組
み
を
展
開
し
ま
す
。

・
学
生
と
企
業
を
よ
り
深
く
、強
く
つ
な
げ
る
な
ど
、

人
材
確
保
の
抜
本
的
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

・
不
足
す
る
産
業
用
地
の
確
保
を
進
め
、県
内
で
の

投
資
を
一
層
加
速
す
る
た
め
、新
た
な
企
業
立
地

補
助
制
度
の
導
入
や
事
業
拡
大
へ
の
支
援
な
ど
を

行
い
ま
す
。

・
県
内
企
業
と
の
関
係
構
築
の
た
め
の
県
庁
版
顧
客

情
報
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、県
内
企
業

へ
の
外
国
人
材
の
呼

び
込
み
や
定
着
な
ど

の
促
進
、海
外
展
開

や
事
業
承
継
へ
の
支

援
、奈
良
県
発
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
の
ロ
ー
ル
モ

デ
ル
創
出
な
ど
に
取

り
組
み
ま
す
。

脱
炭
素・水
素
社
会
の
実
現

●
磯
城
郡
３
町
に
お
け
る
県
有
地
を
活
用
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

大
和
平
野
中
央
の
県
有
地
の
活
用

新
し
い
産
業
政
策
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

●
奈
良
県
観
光
戦
略
本
部
を
新
た
に
設
置
し
、女
性
、若

者
な
ど
の
視
点
も
取
り
入
れ
な
が
ら
議
論
を
重
ね
、「
産

業
と
し
て
の
観
光
」の
振
興
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
宿
泊
施
設
誘
致
の
た
め
に
補
助
制
度
を
充
実
さ
せ
る
と

と
も
に
、既
存
宿
泊
施
設
の
魅
力
向
上
に
取
り
組
む
事

業
者
を
支
援
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣
し
ま
す
。

観
光
の
振
興

●
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向

け
、関
連
す
る
諸
施
策
を
一
体
的
か
つ
効
果
的
に
推

進
す
る
た
め「（
仮
称
）奈
良
県
脱
炭
素
戦
略
」を
策
定

し
ま
す
。

●「（
仮
称
）奈
良
県
水
素
基
本
計
画
」を
策
定
し
、水
素

社
会
実
現
の
先
進
地
域
を
目
指
し
ま
す
。

●
既
存
工
業
団
地
で
の
水
素
の
利
活
用
、脱
炭
素
化
な

ど
の
計
画
を
策
定
し
、水
素
利
活
用
設
備
の
導
入
を

支
援
し
ま
す
。

●「
ぬ
く
も
り
あ
ふ
れ
る
公
園
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
し
て
、令
和
６
年
度
か
ら

の
５
年
間
で
県
営
都
市
公
園
の
園
路
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
ト
イ
レ
の

洋
式
化
、授
乳
施
設
の
設
置
な
ど
施
設・設
備
を
整
備
し
ま
す
。

●
ま
ほ
ろ
ば
健
康
パ
ー
ク
に
つ
い
て
、障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
全
て
の

人
が
利
用
で
き
る
新
た
な
公
園
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

川
西
町
 

三
宅
町
 

田
原
本
町
 子

ど
も
を
中
心
に
多
様
な
交
流
が
生
ま
れ
る
ま
ち

次
世
代
を
担
う
学
生
×
企
業
の
ま
ち

交
通
安
全・安
心
の
ま
ち

〈
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
方
針
〉

令和６年度予算変える勇気が
奈良の未来を切りひらく

家庭での水素利用

観光での水素利用

緊急時の水素利用

産業分野での水素利用

街区での水素利用

地域公共交通・
運送会社

での水素利用

H2O

FCV

H
H O O
H

再エネ設備 水電解

商用水素ステーション

貯蔵

水素製造拠点及び
商用水素ステーションの創出

水素パイプライン

豊
か
で
活
力
あ
る
経
済

3

奈良スタートアップの集い2023
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国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会・全
国
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
準
備
の
推
進

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

「
奈
良
市
附
近
駅
」の
早
期
確
定

道
路
整
備
の
加
速
化

県
産
農
産
物
な
ど
輸
出
の
推
進

●
県
産
農
産
物
な
ど
の
生
産
か
ら
販
売
ま
で
の
実
態

調
査
と
と
も
に
、海
外
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に

よ
り
、ニ
ー
ズ
把
握
や
分
析
を
行
い
ま
す
。

●
京
奈
和
自
動
車
道
や
紀
伊
半
島
ア
ン
カ
ー
ル
ー

ト
な
ど
骨
格
幹
線
の
道
路
整
備
、県
経
済
の
進

展
に
対
応
し
た
目
的
志
向
の
道
路
整
備
を
推
進

し
ま
す
。

●「
な
ら
の
道
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
し

て
、舗
装
な
ど
の
計
画
的
な
維
持
修
繕
を
行
い
、

快
適
な
道
路
空
間
整
備
を
進
め
ま
す
。ま
た
、ド

ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
画
像
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
に

よ
る
道
路
異
常
箇
所
の
早
期
発
見・補
修
に
取
り

組
み
ま
す
。

●
令
和
５
年
１２
月
か
ら
Ｊ
Ｒ
東
海
が
名
古
屋・大
阪

間
の
地
質
調
査
を
実
施
し
、環
境
影
響
評
価
に
着

手
し
ま
し
た
。

　
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
整
備
効
果
を
観
光・経
済

面
な
ど
県
内
全
域
に
波
及
す
る
よ
う
Ｊ
Ｒ
東
海

と
も
連
携・協
力
し
、取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

大
阪・関
西
万
博
を
契
機
と
し
た

産
業
と
観
光
の
振
興

県
庁
の
働
き
方・職
場
環
境
の

抜
本
的
改
革
、採
用
改
革

●
民
間
事
業
者
や
県
内
市
町
村
、教
育
機
関
な
ど
と
連

携
し
、機
運
醸
成
や
会
場
催
事
を
展
開
し
ま
す
。

●
県
内
の
も
の
づ
く
り
現
場
の
見
学
や
体
験
が
で
き
る

施
設
を
発
掘
し
、周
遊・滞
在
型
観
光
を
さ
ら
に
促
進

す
る
と
と
も
に
、国
内

外
へ
向
け
た
情
報
発

信
を
強
化
し
ま
す
。

●
校
外
学
習
で
大
阪・関

西
万
博
を
訪
れ
る
小・

中・高
等
学
校
な
ど
に

対
し
て
入
場
料
を
助

成
し
ま
す
。

●
令
和
１３
年
の
開
催
に
向
け
て

市
町
村
と
の
連
携
の
も
と
競

技
会
場
の
選
定
を
進
め
ま
す
。

●
県
立
橿
原
公
苑
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

整
備
に
向
け
て
基
本
計
画
を

策
定
し
ま
す
。

南
部
東
部
地
域
の
振
興

●
市
町
村
や
大
学
、民
間
事
業
者
な
ど
が
連
携
し
て
取

り
組
む
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

●
豊
か
な
自
然
環
境
を
活
用
し
た
ア
ウ
ト
ド
ア・ス

ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
、国
内
外
か
ら
の
誘

客
を
促
進
し
ま
す
。

３
つ
の
本
気
を
成
し
遂
げ
る
た
め
に

令和６年度予算変える勇気が
奈良の未来を切りひらく

アリーナ内観イメージ

会場（夢洲）イメージ
提供：２０２５年日本国際博覧会協会

3
豊
か
で
活
力
あ
る
経
済

●
自
由
闊
達
で
風
通
し
が
良
く
、明
る
く
創
造
的
で
、

生
産
的
な
職
場
環
境
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

●
受
験
者
に
と
っ
て
間
口
の
広
い
職
員
採
用
試
験
制
度

へ
の
見
直
し
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

か
っ 

た
つ
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